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魚津市公共施設再編に関する提言 

 

・提言１ 

 

●対象 

総合体育館、温水プールおよび吉田グラウンド・弓道場 

 

○提言 

 既存の施設を廃止する。 

 跡地となる土地は、魚津市の市街地中心部にあり、市が能動的に活用できる広い土地と

いう意味で貴重である。よって跡地利用の可能性は良く検討されるべきである。 

 ここでは、都市部からの移住を促すための、好環境の住宅地とすることを提言したい。 

 

・提言２ 

 

●対象 

 温水プールおよび魚津市総合公園(ミラージュランド) 

 

○提言 

 温水プールの再編を従来通り方針として持続するのであれば、ミラージュプールに統合

する。全天候型・体育とレジャーの両対応が可能なプールとして再整備し、総合公園の市

民プールとして運営することを提言する。 

 運営期間を夏期のみでなく通年化、市民優遇の料金制など、収益改善策を取り入れる。 

 

・提言３ 

 

●対象 

新川学びの森天神山交流館 宿泊棟 体育館 

 

○提言 

 いかなる形でも、『宿泊機能の維持』が必要である。 

現状はただ「宿泊棟、体育館を廃棄」となっているが、その先をどう考えるか？多角的

視点から再考されたい。 
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今後の時代的なフェイズ 

 

 これから 20 年（2020～2040） 

 ・団塊世代が年齢 80～90 代に突入し、介護費をふくめた福祉の問題がふりかかる 

 ・関東圏を中心に、過密、高齢化の都市部を嫌った若者層が地方に流出する 

 ・道路、水道などのインフラ老朽化により、対応の可否で地域ごとのサービス格差が 

あらわになる 

 ・団塊の孫世代が家庭を作り、人口流動が起こる。 

 

 （仮説） 

 ・高齢化が進み、かつ自家用車インフラに頼らざるを得ない町域は、子育て世代は流入

しにくい。（人口が増えない） 

 ・都市部から流出する若者は、都市と対極のイメージで居住地を選択する。田園風景や

特有の歴史アイデンティティを感じる土地など 

 ・公共事業として作られた幹線道路周辺に居住地が集約化され、古い集落等は、選択的

に不便を許容する人しか住まなくなる。 

 ・人口流動－地方においては都市からの流入、もと住んでいた人の流出が両方起きる。

明確な人口戦略を持ち、実践している自治体は流出を抑え、流入を獲得して持続可能

性を向上させる。ゼロサムゲームとして、これを怠った自治体は沈下する。 
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提言１について、補足 

 

 魚津、黒部、滑川の 3 市を比較した時、魚津市はなお「都市的」である。 

 それは、買い物環境などで優れる一方、中心部は住宅過密が進み、「都会と変わらな

い」のである。 

よって都心からの移住者への訴求力は、田園風景が残る黒部、滑川が優れる。 

 

 魚津市が、戦略的に移住者の呼び込みを積極的にしていくのであれば、将来の魚津市の

ライフスタイルを象徴するような住宅地が中心部にあることは望ましい。 

 

 

提言 2 について、補足 

 

 ミラージュランドおよびプール設備は経年しており、いずれ維持更新を検討する段階に

至る。現状の財政を考えれば、将来的に廃止となる可能性も否めない。 

 おそらく、数字のみを見て機械的に考えれば、市民プールの再編維持は避けるべきであ

る。しかし市民福祉の達成と、将来的に起こりうるミラージュランドの存続問題を考慮し

た場合、一括で解決するということはありえないか。 

 レジャーと体育の両方を実行できる施設はおそらく前例が少なく、設計提案を募れば、

全国から注目を集めるかも知れない。 

 

 

提言３について、補足 

 

天神山交流館は音楽大学跡という設備の特色から、類似施設がない希少なものであり、

営利運営を突き詰めていないため、ポテンシャルを発揮していないことがむしろ課題の本

質である。 
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すべてを達成するには、行政は旧来の仕方、内部の論理に拘らず積極的に外部のノウハウを

吸収、また民との連携を進めるべきである 

 

 

 

市民福祉の達成 

財政の立て直し 
魚津の 

アイデンティティ 
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